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３月３日（日）午前10時より
大阪港湾労働者第２福祉センター
（大正内港）にて、来賓を含め約
３００名が結集し、２４春闘にお
いて大きく勝利する為、総決起集
会を行いました。
これは大阪支部全体で意思統一

をはかるものでもあり、またデモ
行進により市民に向けたアピール
行動でもあります。
まず、吉馴書記長司会の下、小

林委員長の２４春闘に向けての挨
拶があり、組織内を代表して関西
地本樋口書記長、続けて共闘する
労働組合から連帯労組細野書記長、
港合同木下委員長、合同労組石田
副委員長から挨拶を頂きました。
全労協、なかまユニオンの参加

も紹介され、政党からは社民党長
崎由美子氏からの挨拶が有り、そ
して辻元清美氏、尾辻かな子氏か
らは連帯のメッセージを頂きまし
た。
続いて闘争分会（大和運輸、梅

南鋼材、大阪メトロ）の各代表か
ら、これまでの支援の御礼と今後
もたたかうにあたっての協力要請
がありました。
集会の締めは小林委員長の団結

ガンバロウ、そのあとポテッカー
をつかい「戦争反対！基地いらん！」
「大幅賃上げ！春闘勝利！」をか
かげ、吉馴書記長発声のもと、全
員でコールし全体写真を撮りデモ
行進の準備にとりかかりました。
各代表による横断幕を先頭に、

青年部が中心となり沿道や車に向
け市民へのアピール文の読み上げ
やシュプレヒコールを元気よく行
いました。
市民へのアピールでは、実質賃

金の低下に歯止めをかけるための
大幅な賃上げや、万博・カジノの
即時中止、また「戦争法廃止」
「平和憲法堅持」「脱原発」そし
て社会保障制度の充実、警察・検
察によるたたかう労働組合への不
当弾圧、そして自民党による政治
資金の裏金作り等、幅広く労働組
合の意義や役割を訴えました。
シュプレヒコールを取り混ぜな

がら、天候も晴天に恵まれ約１時
間、大正駅までのデモ行進を貫徹
しました。
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３月10日（日）午後より「さ
よなら原発２０２４関西アクショ
ン ―原発やめて！核燃サイクル
中止―」集会が、中之島女性像前
で開催されました。
集会ではトークライブや歌を経

て、福島・福井・青森の人たちか
らアピールやメッセージを受け、
最後に集会決議によって参加者全
員で意思を確認し、デモに出発し
ました。
2011年３月11日、東日本大震

災が発生し、これに伴う大津波が
発生し、福島第１原子力発電所事
故による大災害に見舞われました。
原子力災害により福島第１原発周
辺は避難指示区域に指定され、周
辺地域も含めると今もなお約２万
６千人を超える方が避難をしてい
ます。
ロシア・ウクライナの戦争では、

ロシア軍はウクライナの原発施設
を占拠し、エネルギー供給に圧力
をかけています。また、ミサイル
が常に原子炉建屋の上を通過し、
いつ破壊され原発事故につながっ
てしまう恐怖を抱えています。

ドイツをはじめとするヨーロッ
パの一部の国では、再生エネルギー
の導入と「脱原発」の動きが加速
しています。しかし、ＣＯ２排出
削減が求められる時代において、
原発のＣＯ２低排出とのジレンマ
があるのは事実です。だからこそ
自然エネルギー活用への転換が求

められています。
13年前の福島第1原発事故直後、

当時の日本政府は、原発に依存し
ない社会を目指す方針を掲げまし
た。しかし、現政府は老朽化した
原発の運転延長を決定し、原発推
進に舵を取っています。
原発事故を目の当たりにした時

は、原発の恐ろしさを知ることに
なります。放射能によって汚染さ
れた地域は、先の未来まで生活す
ることが困難となります。また、
周辺地域で暮らす人々は、今後ど
ういった健康被害が出るかもしれ
ないという恐怖とたたかっていか
なくてはなりません。こういった
恐怖を少しでも取り除くため、私
たちは原発の危険性を知って共有
し、原発に依存する社会を変える
べく「脱原発」「自然エネルギー
活用への転換」と声をあげていか
なくてはなりません。

（書記次長 横山貴安基）


